
































文部科学省委託 

平成 28 年度 総合的な教師力向上のための調査研究事業 

 

やる気と能力を引き出し、自立を支援する 

教育コーチング 
ベーシック研修資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育を意味する「education」の語源は「educe＝潜在しているものを引き出す」。 

つまり教育の本質は、一人ひとりの個性を大切にし、意欲や能力を「引き出す」こと。 

 「 教育コーチング 」「パパ・ママコーチング」は、 

指導者や親が、子どもの「 コーチ（coach＝馬車）」になって 

意欲や能力を引き出し「自立」を支援するコミュニケーションです。 

教育界の注目を集める新しい教育メソッドであり、そして同時に教育の原点であるとも言えます。 
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受講に先立ち、以下についてご承諾をいただきます。挙手を以って承諾を確認した上で研修を開始いたします。 

 

１．本講座テキスト等著作物及び意匠類を一般社団法人日本青少年育成協会の書面による許諾無くして、自らま

たは第三者をして複写、あるいは目的外使用いたしません。 

また、当研修会内容を基にした類似の研修等を行うことはいたしません。 

  著作物の引用や、当講座内容をもとにしたセミナー・講演・研修等を希望する場合は、必ず一般社団法人日

本青少年育成協会まで事前通知し、許可を得ます。 

 

２．本講座参加者について知りえた秘密事項を第三者に漏洩いたしません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講者基本合意 

 

この研修は、互いの『個』を尊重しあう安全な場です。 

他の受講者を非難・批判しません。この場で見聞きした事柄を他言しません。 

私は、『個』を尊重する人としてこの場に参加します。 

（※個：一人格として尊重されるべきかけがえのない存在） 

受講に際してのお願い 
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①教育コーチングとは 

 

「教育コーチング」とは、「傾聴・質問・承認等の各技法を用いて、クライアント（コーチングを受ける立場

の人）のやる気や能力を引き出し、『個』としての自立を支援するメソッド」です。 

「個」とは、一人の人間として確立しているという意味です。何かを足さなくても、誰かが傍に居なくても、

一人の人間として、掛け替えの無い一人格として存在している状態。「自立」とは、依存せず、他責せず、自

分で自分の人生の舵を執(と)ることです。 

「『個』としての自立」のために必要な資質・能力は様々ありますが、大きくまとめると次の５つになります。 

 

・主体性・リーダーシップ 

 ・創造力 

 ・イノベーション（革新）の力 

 ・豊かな感性 

 ・コミュニケーション力 

 

 そしてこれらの資質・能力を余すところなく発揮するために必要なものがあります。それが「志」。人の役

に立ちたい、人や社会の幸福に貢献する人でありたいという強い志です。 

教育コーチングでは、クライアントを「持たざる者」「できない者」として「与える」のではなく、「持っ

ている者」「できる者」として関わり「引き出す」のです。 

 教育者の多くが「読ませる」「書かせる」「覚えさせる」「考えさせる」「自立させる」というように「せる・

させる」という使役の助動詞を当然のように使用します。潜在意識のなかに「自分はさせる人」という信じ

込みがあるのです。そこから出てくる行動や言動は、生徒に「させられる」ことを求めます。学校教育でこ

れが行われているとすれば、子どもたちは小中高の 12 年間、大学を合わせると 16 年間「させられる」生活

を送っていることになります。抵抗や反発が起こって当然であるし、起こらないとすれば依存・服従・他責

の状態に陥っている可能性があります。そして 23 歳の春、社会人になったとたんに「する」ことを求めら

れ不適応を起こす－そんな若者が少なくないのではないでしょうか。 

「させる」－「させられる」という感覚がある限り、コーチングは人材操縦術に過ぎません。「教＝ティー

チング」と「育＝コーチング」とを明確に区別し、コーチングのプロセスにおいては極限まで「させる」を

手放し、「引き出す」ことに徹した関わりをすることで本当の意味での「教育」を行う、これが教育コーチン

グです。 

 

「education」は「教育」と訳されますが、語源は「educe＝引き出す」です。福沢諭吉は次のように述べて

います。 

学校は人に物を教うる所にあらず、ただその天資の発達を妨げずしてよくこれを発育するための具なり。

教育の文字はなはだ穏当ならず、よろしくこれを発育と称すべきなり。かくの如く学校の本旨はいわゆる教

育にあらずして、能力の発育にありとのことをもってこれが標準となし、かえりみて世間に行わるる教育の

有様を察するときは、よくこの標準に適して教育の本旨に違わざるもの幾何あるや。 

明治時代の教育について論じた文章ですが、そのまま現代の教育にも当てはまります。改革・改善を繰り

返してきた日本の教育ですが、いまだ「educe」には至っていません。 

 

生徒「○○大学に行ければいいかなと…」 

教師「そうか。じゃ、数学をまず偏差値 60 まで持って行こう。この教材を三回繰り返せ。これができない

ようじゃ合格は無理だ。やり終わったら次の指示を出すから」 

教育コーチングの基本的な考え方 
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 これは受験対策指導であり「education」ではありません。「合格させる」には効率的ですが、主体的に生

きていくのに必要な能力は育ちません。 

 

生徒「先生、宿題忘れました…」 

教師「ダメじゃないか。メモしろ。家に着いたらすぐメモを見ろ。今度忘れたら承知しないぞ」 

 

これも同様です。「宿題を出させる」という目先の課題は解決しても、生徒が「自ら意欲的に学ぶ」状態に

はなりません。 

 

では「education」実現のためにはどうすればいいのでしょう。突き詰めて出てくる指導者のあり方・考え

方・やり方を体系化したものが教育コーチングです。 

 

生徒「○○大学に行ければいいかなと…」 

教師「そうか。○○大学の魅力は何？」「○○大学の先に、どんな未来を創り出したいの？」「何があれば合

格できると思う？」「邪魔する物があるとしたら何？」「それをどう解決していく？」「応援してるよ」… 

 

 こうした関わりが「education」ということです。 

 

生徒「先生、宿題忘れました…」 

教師「そうか。どんな気持ち？」「何が邪魔したの？」「どうなりたい？」「次からきちんと宿題をするために、

できることがあるとすれば何？」「きっとできる。信じてるよ」… 

 

 こうして傾聴・質問・承認することで、やる気と能力を引き出すのです。 

「考えていることを話させる」のではありません。心の深い部分、無意識の領域にあるものを引き出すので

す。 

 

アクティブラーニングの可能性や重要性の認知が一気に高まり、たくさんの学校・先生方が動き始めまし

た。ＬＩＴＥワーク、Think-pair-Share、ジグソー法、ラウンドロビン、プレゼンテーション、ディベート

…様々な技法が学校や塾の授業で行われるようになります。 

 そこで重要になってくるのが、教師が「どうあるか」。「あり方」がティーチャーのままでは、本当に深み

のある授業、活性度の高い授業は実現しません。 

「おいコラ、無駄話せずにちゃんと話しあえ！」「そんな結論しか出ないのか。情けないなぁ」 

 これではアクティブラーニングにならないわけです。 

「あり方」を教育コーチにシフトすれば、傾聴・質問・承認ができます。これが個として、集団としての意

欲や能力を引き出し、教師主体の講義・指示・教示型授業を生徒主体のアクティブラーニング型授業、すな

わち「education」の授業に変えていくのです。 

 

「４つのトライアングル」―これは教育コーチングの基本概念図です。 

この図に基づいて教育コーチングを実践する、実践した教育コーチングをこの図に照らしてチェックする、

その繰り返しが教育力アップに繋がります。 

そのままアクティブラーニングにもあてはまりますので、この図を参照しながら授業をデザインしてみて

ください。 
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４つのトライアングル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

あり方のトライアングル 

クライアントに対して「愛情」「信頼」「尊重」を持った人であること。何を「する」か以前に、そういう

人で「ある」ことが教育コーチングの第一歩である。このトライアングルが揺らぐと、上に重なる３つのト

ライアングルは成立しなくなる。 

信念のトライアングル 

そうしたあり方から来るのが「人は育とうとする生き物だ」「人は自分の中に答えを持っている」「人はそ

れぞれ」という信念。子どもたちは、育つためにこの世に生まれてきている。育つことが子どもたちにとっ

ての幸福なのである。そしてどんな方向へ向けて育ちたいのか、育つために自分に何が必要か、子どもたち

は答えを持っている。自分なりの方法や計画、そしてそれを実行する能力をちゃんと持っている。 

姿勢のトライアングル 

その信念から来る姿勢（行動を含むスタンス）が「傾聴」「承認」「質問」。多くの教育者が用いる「指示」

「教授」「命令」とは一線を画す。なぜ指示しないのか、なぜ教えないのか。「信念のトライアングル」から

姿勢を作り出しているからであり、クライアントの「自立」という究極の教育成果を生むために自分が存在

することを知っているからである。 

成果のトライアングル 

クライアントの「自立」が教育コーチングの究極の目的である。知識や技術を身に付けるため、志望校に

合格するために教育コーチングをするのではなく、あくまでクライアントの「自立」のため。「より以上を目

指す」「人の役に立つ」「にじみ出る謙虚さ」という言葉に象徴される真の「自立」が実現すれば、その他の

欲しい成果は当然のようについてくる。 
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②教育コーチの信念（信念のトライアングル） 

 
教育コーチは、人を次のように見ます。 

 

 

人は育とうとする生き物だ 人は自分の中に答えを持っている 人はそれぞれ 

 

 

人は、より良く生きようとする意欲や能力

をそれぞれに持っているのだ、というわけで

す。もし、意欲が無い、向上心が無い、行動

を起こさない等の状況にある人がいたとし

たら、その人の中に意欲や能力の発揮を「邪

魔するもの」が存在するのだ、と考えます。

邪魔するものとは、負担感、迷い、恥ずかし

さ、苦痛、面倒くささ、悲しみ、過去の失敗

経験から来るあきらめや嫌悪感、そして不安、

恐れなどの内的要因。 

ですから、成長や成功のために必要なのは、

その邪魔を取り除くことなのです。 

 

教育コーチングでは「認知の仕方が、その

ものとの関わり方を決める」「関わった通り

に相手は現れてくる」と考えます。ですから、「人は育とうとする生き物だ」「人は自分の中に答えを持って

いる」「人はそれぞれ」という信念、これが大変重要になるのです。 

もしも相手を「向上心の無いヤツだ」「無知で、無能だ」「間違っている」として見ていると、「傾聴」「質

問」「承認」はできず、「させる」になります。抵抗や反発が起こる、あるいは依存・服従・他責の状態に陥

ることになります。相手の向上心は低下し（育とうとしない）、知識を得たり考えたりすることを放棄し（答

えを持っていない）、間違った行動をする人として現れてきます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

させたい させなきゃ 

子どもの思い 

育ちたい 

育てられたくない 

 

親・教師の責任感 

ちゃんと育てなければならない 

ちゃんと育てたい 

 

させられたくない 
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③大人（教育者）の役割 

  

以上のような考え方に基づき、教育コーチングでは大人（教育者）の役割を次のように定義づけています。 

 

 

大人の役割は、子どもたちの「個」としての「自立」を支援することである。 

 

 

「個」としての「自立」を支援するためには、「子どもたちは、育とうとする生き物である」ことをまず知

り、子どもたちが本来持っている意欲・能力、つまり生きる力を「引き出す」ことです。 

 

 

 

④教育コーチングのコミュニケーション構造 

 

教育コーチは「傾聴」の姿勢を大切にします。聴く耳を持った教育コーチを前にして、クライアントは思

考し、記憶をたどったりビジョンを描いたりして、感情と向き合い、言葉を探し、ロジックを整理し、そし

て話す。「話す」は、「放す＝抱えていたものを手放してすっきりする」であり「離す＝内面にあったものを

言葉にして体外に出して距離を作り、客観視する」です。クライアントの「放す」「離す」が実現するよう、

教育コーチは話を「傾聴」します。「傾聴」は、話の内容を理解することではなく、そのまま受け取ることで

す。そこに教育コーチ特有の姿勢・スキルが必要となります。 

クライアントの内面にあるものを引き出し、「話す」をより促進するために教育コーチは「質問」します。

「質問」は、クライアントに「考えさせる」「答えさせる」「気付かせる」ためのものではありません。大切

なのは「興味」。興味を持って「質問」します。 

「承認」も重要な仕事です。「ほめる」ことも含みますが、根本は「そのまま認める」ことです。 

「傾聴」「質問」「承認」、このサイクルを回していくのが教育コーチングコミュニケーションの基本構造。

そこに「フィードバック」や「提案」「リクエスト」等を加えながら対話を続けます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気付き 

承認 

安心感 傾聴 
話す 

質問 
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⑤「教」と「育」 

 

「教」は「Teaching」であり、「育」が「Coaching」であると言えます。 

「育」は子どもたちの「学ぶ喜び」「考える喜び」「興味・関心・意欲」を引き出し、「教」の効果を高めます。

たとえば１０のことを教わって３しか受け入れようとしない生徒も、「育」を強化することによって「学ぶ喜

び」「考える喜び」「興味・関心・意欲」が高まれば、８や９、さらには１０を受け入れるようになります。 

また、「育」が実現して初めて「教」はその価値を発揮します。「教」によって得た豊かな知識は、そのまま

では利用価値が限られていますが、「育」で培われた「生きる力」によって「知恵」に変わると、より良い人

生を実現していくための糧となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「教」と「育」とのバランス＝成長段階別コーチング 

教育コーチは、「教」と「育」とのバランスを相手の成長段階に応じて柔軟に変化させます。 

①クライアントがレベル１の場合→「教」を中心としたかかわりをする 

②クライアントがレベル２に移ったら→「教」とともに「育」もしっかり行う 

③クライアントがレベル３に移ったら→「教」を抑え、「育」を中心としたかかわりをする 

ここで「教」を抑えればクライアントはレベル４に移り、「教」をつづけるとレベル２に戻る 

④クライアントがレベル４に移ったら→見守り、承認すること中心の「育」を行う  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育 

教 Teaching 

Coaching 
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①傾聴の効果 

 クライアントは様々な悩み、課題、不安、迷い、目標などを「抱えて」います。この「抱えて」いるもの

を受け取る行為が「傾聴」であると考えてみましょう。 

傾聴には二つの大きな効果があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②傾聴の三要素 

クライアントが「放す」「離す」を実現する「傾聴」には、３つの要素があります。 

これを「傾聴の三要素」と言い、これらを無意識にやっている状態が真の「傾聴」です。 

 次のようなチェック表を用いて、まずは自分の「傾聴」度合いをチェックしてみましょう。 

 

傾聴の三要素 できている状態 できていない状態 

①集中する 

＝「相手と一緒に居る」 
不安や恐れから来る心の防御、判断・解
釈・思考を手放し、ただ相手と時間・空
間を共有すること 
 

・自己話（※）が起こらない 

・自分や自分の質問を相手がどう思って
いるか気にならない 

・次のことに意識を奪われない 

・周囲の様子に意識を奪われない 

＝「自分と一緒に居る」 
心の防御機能が働いている。判断・解
釈・思考が起こっている。 

 

 

・自己話（※）が起こる 

・自分や自分の質問を相手がどう思って
いるか気になる 

・次にどうしようかと考える 

・周囲の様子に意識を奪われる 

②判断を脇に置く 

・善悪、正誤、好悪を考えずに、ただそ
の瞬間の相手を受け入れ、相手の話を聴
く 

・自分で答えを探そうとしない 

・相手や相手の言うことが善か悪かを考
えようとする 

・相手や相手の言うことが正しいか間違
いか考えようとする 

・相手や相手の言うことが好きか嫌いか
考えようとする 

・相手の問題の解決方法を考えようとす
る 

・答えを探そうとする 

③沈黙を大切にす
る 

・沈黙を相手の選択として受け入れる 

・落ち着かなくなる 

・罪悪感や、腹立ち、不安が生じる 

・話させたくなる 

※「自己話」：音声言語としてアウトプットする会話に対して、内側で（頭の中で）起こっている会話。 

 

 

 

教育コーチングの基本技術 ①傾聴 

心に抱えていたものと距離ができて 
抱えていたものが客観的に見えてくる、 
目標や課題が客観的に見えてくる 
といった心の状態になる 

心に抱えていたものを手放して 
すっきりした、楽になった、軽くなった、   
ほっとした、安心した、受け入れられている、 
自分はここにいていいんだ 
といった心の状態になる 

＝ 

傾聴 話す 

離す 

放す 

＝ 
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③「安全な場」創りのポイント 

 

１．安全な距離・安全な位置取り 

  →あなたとクライアントとの距離は、クライアントにとってもっとも心地よい距離です 

か？ 

  →あなたの座っている（立っている）位置は、クライアントにとってもっとも心地よい位 

置ですか？ 

 

 

 

                   ① ケンカ（勝ち負けの会話）になりやすい 

                   ② 安全だが、やや遠い 

                     角度によっては効果的 

                   ③ 安全 

                   ④ フワフワした雑談になりやすい 

 

 

 

２．ペーシング 

  →あなたの呼吸や波長はクライアントのそれと 

   あっていますか？ 

   ・話すスピード 

   ・声の大きさ、高さ 

   ・姿勢 

   ・表情 

   ・動作 など 

 

 

３．オウム返し 

→だんまりオウム、賢すぎるオウムになっていませんか？ 

 

 

４．聴いたよ信号 

→言葉や思いをあなたがしっかりと受け取っていることは、クライアントに伝わっています 

か？ 

 

５．安全な姿勢 

 

腕：腕組みを解く、手のひらを開放する 

口：口元の緊張をゆるめ、口角（唇の端）を上げる 

目：瞼を１ミリ上げ、相手の目を見る（にらまない） 

 

 

 

 

 

 
 

③  

①  

②  

④  

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
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 「質問」は、クライアントに対する「興味・関心」の表れです。この「質問」が、クライアントの自己観

察、発想、気付き、モチベーションを引き出します。 

教育コーチは、クライアントよりも多くの知識や経験を持っているのが常です。知識や経験があるゆえに、

クライアントより先に判断（結論、方向性、答え）が見えてしまうことが多々あります。その「判断」から

出てくるのは、クライアントに自分の判断どおりの答えをさせるための問いかけ。それは、「質問」ではなく

｢誘導｣や「詰問」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①詰問せず、質問する 

 

 詰問（問いただす） 質問（問いかける） 

相手の受け取り方 

責められている（責められそう） 

非難されている（非難されそう） 

否定されている（否定されそう） 

受け入れられている 

認められている 

相手の感じ方 
危険だ 

不快だ 

安全だ 

快適だ 

相手の行動 

逃避的行動（※） 

お茶をにごす、言い逃れする 

分かったふりをする 笑う 泣く 

話題を変える 会話を打ち切る  

反撃（反抗・抗議）的行動（※） 

だまりこむ にらむ 

反論する 質問者を攻撃する 

詰問し返す  

抵抗なく質問に答える 

自由に思考をめぐらす 

自由に感情を味わう 

※逃避的行動、反撃的行動は、ともに、危険を感じたときに動物がとる当然の行動。 

 

 

 

 

 

教育コーチングの基本技術 ②質問 

誘導・詰問 質問 

興
味 

興
味 

興
味 

判
断 

判
断 

判
断 
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②質問の基本技術 

質問の基本技術 その１「なぜ？（どうして？）」を「何？」に言い換える 

「なぜ？」＝「あなたを理解できない。あなたはおかしい。私が納得するように説明してみなさい。」 

「何？」＝「あなたはＯＫ。あなたに関連するものごとについて教えてほしい。」 

「なぜ？」を用いた質問 「何？」を用いた質問 

例 1 なぜくつをそろえられないの？ 

くつをそろえるあなたを邪魔してるのは何？ 

このくつたち、何に見える？ 

くつは何て言ってる？ 

もし、今お客さんがみえたら何ておっしゃるだろう？ 

例２ なぜ宿題をしてこなかったの？ 

宿題ができなかった原因は何？ 

宿題を邪魔したものは何？ 

宿題するあなたを止めたものは何？ 

宿題をできたあなたとの違いは何？ 

例３ どうして仲良くできないの？ 

 

 

 

 

 

 

質問の基本技術 その２ 前向きに質問する 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

後ろ向きな質問 前向きな質問 

例１ なぜくつをそろえられないの？（③） 

どうしたらくつがそろえられた？（②） 

くつをそろえられたのはどういう時？（②） 

これからどうしたい？（①） 

くつがそろったらどんな気持ち？（①） 

例２ なぜ宿題をしてこなかったの？（③） 

できたと言えるものがあるとすれば何？（②） 

宿題をやりきっていたら今頃どんな気分？（②） 

宿題をするために必要だと思うものは何？（①） 

来週は宿題をどうしたい？（①） 

例３ なぜ仲良くできないの？（③or④） 

 

 

 

 

プラス領域 
クライアントにとっての「良い」「幸せ」「あこがれ」「理想」 

「楽しい」「明るい」「好ましい」「上質」「素敵」 

マイナス領域 
クライアントにとっての「悪い」「不幸」「避けたい」 

「楽しくない」「暗い」「好ましくない」「劣る」「イヤ」 

過去領域 

（変えられない） 

未来領域 

（創り出せる） 

② ① 

③ ④ 
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質問の基本技術 その３「開いた質問」をする 

「閉じた質問」＝『ハイ』か『イイエ』かをたずねる質問。「『ハイ』なの？『イイエ』なの？あなたの返

事はもちろん『ハイ（イイエ）』でしょう。それじゃだめでしょう」という意味を持つ（あるいはそう受け取

られる）可能性がある。 

閉じた質問 開いた質問 

例１ お片づけできたの？ 

お片づけはどのくらい進んだ？ 

おもちゃ箱に帰ったミニカーは何台ぐらい？ 

おもちゃたちは今どこにいる？ 

おもちゃたちは今なんて言ってる？ 

例２ これで満足か？  

「大満足！」まで、あと何歩？ 

この結果を見て、心は何色？ 

３年後のあなたがこの結果を見たら何て言う？ 

山登りだとしたら、何合目ぐらい？ 

例３ 頑張っているの？ 

 

 

 

 

質問の基本技術を使って詰問でない質問を作ってみましょう 

 

 子どもの状況または発言 質問 

１ 
先々週、先週と２週連続宿題をしてこな
かった生徒が 
「先生、宿題忘れました」 

 

２ 
生徒が突然 
「俺、部活辞めます」 

 

３ 
生徒が進路面談で 
「Ａ高校あきらめて、Ｂ高校を受けよう
かなって・・・」 

 
 
 

４ 
作文が書けない一人の生徒 
白紙のまま 30分過ぎた 

 

５ 
顧問をしているチームが、練習試合で３
試合連続完敗した 

 

６ 
同僚が嘆いている 
「やることが多すぎてパニック状態だ
よ」 

 

７ 
新任教師が泣いている 
「先生の授業は面白くないって、生徒が
授業ボイコットしたんです」 

 

８ 
校長が相談してきた 
「先生のコミュニケーション力を強化し
たいんだが、何かいい方策はないかな？」 

 

９ 
保護者が二者面談で 
「先生、うちの子ゲームばっかりしてる
んです。どうしたらいいでしょう？」 
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参考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこから何を学んだ？ 

その感情の奥底に何が見える？ 

本能の声に従うとしたら何をする？ 

魂はなんて言っている？ 

今、何色？ 今、何度？ 

もしやり直せるなら、何をやる？ 

もし５年間それを続けたら何が起きている？ 

もしあなたが全能の神なら何をする？ 

もし心に形があるとすればどんな形？ 

もしそれが実現したら次に何をしたい？ 

あなたは誰？ 

それは何のため？ 

その先に何がある？ 

その根底には何がある？ 

今、どこにいる？ 

彼の中に誰を見ている？ 

守っているものは何？ 

あなたが生まれてきた目的は何？ 

違いを創るとしたらどんな違い？ 

 

原因は何？ 

理由は何？ 

根拠は何？ 

いつから？ 

いつまで？ 

どこから？ 

どこまで？ 

どこで？ 

どのくらい？ 

どんな？ 

どう思う？ 

誰が？ 

誰のため？ 

誰と？ 

誰に？ 

いくら？ 

何回？ 

何パーセント？ 

 

心が求めているものは何？ 

夢は何？ 

何があれば最高の幸せ？ 

今、何を求めて動いている？ 

どこへ向かっているの？ 

生まれつき備わった才能があるとすれば何？ 

強みは何？ 

エネルギー源は何？ 

背中を押してくれるものは何？ 

ブレーキになっているものは何？ 

手放してもいいものは何？ 

何を「したい」の？ 

それをすることで得たい成果は何？ 

それの何が大切？ 

こだわっているものがあるとすれば何？ 

その人に光る部分があるとすれば何？ 

自分自身に言いたいことがあるとすれば何？ 

今、何がある？ 

今、何が起きている？ 
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佐藤さん 鈴木さん

 

 

 
 判断・評価・解釈 事実を伝える 

ほめる 

 
“ＹＯＵ”のほめ 

すごいね 
えらいね 
かしこいね 
よくがんばったね 
りっぱだね 
早いね 
たくさんできたね 
よしよし、よくできた 
さすがは六大学志望者だね 
いい子だ 

 
“Ｉ”のほめ 

うれしいな 
感激したよ 
びっくりしたよ 
感心したよ 
幸せだよ 
大好きだよ 
楽しいよ 
元気になるよ 
明るくなるよ 
またいっしょに話したいよ 

ほめない 

 
認めない 

ふ～ん、そう 
それがどうしたの 
そんなことできて当たり前 
そんなことで喜んでちゃだめ 
なに調子に乗ってるの 
はぁ、やっとできたの？おそいよ 
こんなんじゃやったことにならない 
これでやっと人並み 
国立大狙うならもっとできなきゃ 
話にならない 

 
フィードバック 

一人でやりきったね 
テスト、７０点だったね 
今日はあくびしないね 
２時間机に向かったね 
挨拶したね 
８０％の正答率だね 
本読んでるんだね 
「合格したい」って言ったね 
１０分で解いたね 
机が片付いているね 

 

 

 ①                 ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③                 ④ 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ君はいつも「次からマジでやる」と

言うが、マジでやったためしがない。い

つも口ばかり。 

だからいつまでたっても英語でスペリ

ングミスばかり。このままでは、行ける

大学がない。 

教育コーチングの基本技術 ③承認 
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■一般社団法人日本青少年育成協会  

 

 

 

 

 

 

 

平成６年４月１５日、内閣総理大臣によって許可された社団法人（平成 25 年 3 月 1 日より一般社団法人に移行）です。現代

の「教」中心の教育が偏った人間を育成する傾向を危惧し、「教」と「育」のバランスを追求する真の教育の実現に向けた活動

を行っています。 

本協会の第一の目的は青少年指導者の養成・研修、第二が青少年ボランティア活動などの社会参加活動の支援です。現在、会

員は約 200 の法人・個人で、学識経験者、青少年団体、私立学校、ＰＴＡ、学習塾、フリースクール、スポーツ教室、教材会

社などにご参加いただいています。 

教育コーチング、パパ・ママコーチングに関するお問い合わせ、ご入会のお申し込みは、下記までお願いいたします。 

ＵＲＬ http://www.jyda.jp/ 

E-Mail info@jyda.jp 

■本部 

 〒162-0825 東京都新宿区神楽坂 6-46 ローベル神楽坂ビル 7F 

TEL 03-3269-8411 FAX 03-3269-8414 

■教育コーチング事業部 

〒604-0857 京都市中京区烏丸通り二条上ル蒔絵屋町 265-2 ＳＣＧビル 

TEL 075-256-8828 FAX 075-256-8829 
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お気に入りのカードを切り取って携行し、毎日読んでみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

JYDA 

 

気付き 

質問 承認 

話す 
安心感  

傾聴 

 

 

 

 

 

 

 

JYDA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 JYDA 

 

 

 

 

 

 

 

 
JYDA 

 

 

 

 

 

 

 

JYDA 

 

 

 

 

 

 

 

 JYDA 

 

 

 

 

 

 

 

 

JYDA 

 

 

 

 

 

 

 

 

JYDA 

 

傾聴の三要素 
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